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SMAD5; MADH5; Mothers against decapentaplegic homolog 5; MAD homolog 5; Mothers
against DPP homolog 5; JV5-1; SMAD family member 5; SMAD 5; Smad5; hSmad5
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、造血前駆細胞の増殖を阻害する形質転換成長因子βシグナル伝達経路に関与しています。コードされるタンパク質は、骨形成タンパク質（BMP）1型受容体キナーゼによって活性化され、がんに関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年2月]、機能：BMP（骨形成タンパク質）1型受容体キナーゼによって活性化される転写調節因子。 SMAD5 は、受容体制御性 SMAD (R-SMAD) です。,PTM: BMP (骨形成タンパク質) タイプ 1 受容体キナーゼによってセリンがリン酸化されます。,PTM: SMAD 特異的 E3 ユビキチンリガーゼ SMURF1 によるユビキチン介在タンパク質分解。,類似性: dwarfin/SMAD ファミリーに属します。,類似性: 1 つの MH1 (MAD 相同性 1) ドメインを含みます。,類似性: 1 つの MH2 (MAD 相同性 2) ドメインを含みます。,細胞内局在: リガンド非存在下では細胞質内。SMAD4 と複合すると核に移行します。,サブユニット: 共 SMAD である SMAD4 と三量体を形成することがあります。PEBP2 アルファ サブユニットおよび SMURF1 と相互作用します。 SUV39H1およびSUV39H2と相互作用します。,組織特異性:普遍的。,
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	Smad5ポリクローナル抗体を用いたK562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

